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は
じ
め
に

本
稿
は
小
田
原
合
戦
以
後
の
豊
臣
政
権
と
地
方
大
名
の
関
係
に
関
す
る
考
察

で
あ
る
。
具
体
的
に
浅
野
長
政
の
「
取
次
」
と
し
て
の
側
面
に
注
目
し
て
検
討

を
加
え
て
い
く
。

「
取
次
」に
つ
い
て
研
究
を
始
め
た
の
は
山
本
博
文
氏）
1
（

で
あ
る
。山
本
氏
は「
取

次
」
を
「
諸
大
名
へ
の
命
令
伝
達
を
担
う
政
権
側
か
ら
設
定
さ
れ
た
公
的
な
人

間
」
と
し
て
政
権
に
よ
る
領
主
統
制
を
担
っ
た
人
間
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
つ

ま
り
、
政
権
に
よ
る
統
一
が
果
た
さ
れ
る
以
前
に
は
互
通
関
係
で
あ
っ
た
政
権

と
地
方
領
主
と
の
関
係
を
、
上
意
下
達
の
関
係
に
組
み
か
え
る
結
節
点
と
し
て

の
役
割
を
負
っ
た
存
在
と
捉
え
て
い
る
。
戸
谷
穂
高
氏
は
山
本
氏
の
立
場
を
引

継
ぎ
、
政
権
の
内
部
構
造
分
析
の
た
め
に
「
取
次
」
に
着
目
し
検
討
を
加
え
て

い
る）
2
（

。
こ
れ
ら
の
研
究
に
対
し
て
地
方
領
主
に
よ
る
「
取
次
」
選
択
の
事
実
や
、
あ

く
ま
で
も
互
通
関
係
で
動
い
て
い
た
人
物
の
存
在
を
指
摘
す
る
批
判
も
存
在
す

る
。
こ
れ
ま
で
「
取
次
」
の
定
義
が
あ
い
ま
い
で
あ
り
、
研
究
者
そ
れ
ぞ
れ
の

定
義
に
基
づ
き
「
取
次
」
が
語
ら
れ
て
い
る
た
め
、
論
議
の
集
束
点
を
見
い
出

し
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
浅
野
長
政
を
取
り
上
げ
る
。
そ
の

理
由
は
上
か
ら
「
取
次
」
と
し
て
定
め
ら
れ
た
こ
と
が
明
確
な
事
例
だ
か
ら
で

あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
検
討
の
対
象
と
す
る
戸
谷
氏
の
提
起
し
た
「
取
次
」
像
に
つ

い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
戸
谷
氏
は
「
取
次
」
を
三
分
類
し
て
お
り
、「
指

南
」「
取
次
」「
奏
者
」
と
し
て
概
念
区
分
し
、「
指
南
」
が
大
き
な
権
力
を
有
し
、

秀
吉
の
名
代
と
し
て
統
一
戦
後
の
仕
置
執
行
を
任
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
と
す

る
。
そ
の
上
で
「
指
南
」
と
「
取
次
」「
奏
者
」
の
間
に
は
上
下
関
係
が
存
在

し
て
い
た
と
す
る
。「
指
南
」
は
「
取
次
」「
奏
者
」
の
上
に
存
在
し
、
後
者
の

権
限
を
上
回
る
権
力
を
行
使
し
え
た
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
。
戸
谷
氏
は
「
指

南
」
は
豊
臣
一
門
が
務
め
、
政
権
運
営
も
豊
臣
一
門
が
担
う
政
権
構
想
で
あ
っ

た
と
い
う
か
た
ち
で
取
次
を
軸
に
政
権
の
階
層
的
内
部
構
造
を
示
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
上
か
ら
設
定
さ
れ
た
「
取
次
」
に
関
す
る
研
究
は
山
本
氏
、
戸
谷
氏
に

︿
論
説
﹀

豊
臣
期
関
東
に
お
け
る
浅
野
長
政

  

梯

　

弘

人
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よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
研
究
状
況
に
対
し
、本
稿
の
課
題
は
戸
谷
氏
が
提
示
し
た
「
取
次
」

像
に
対
し
て
、
具
体
的
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
豊
か
な
時
代
像

を
描
く
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
個
別
領
主
に
対
し
て
特
定
の
取
次
が
対
応

す
る
構
造
を
、
意
思
疎
通
の
独
占
、
取
次
同
士
の
並
列
と
い
う
側
面
か
ら
検
討

し
よ
う
と
考
え
る
。

ま
ず
、
織
田
政
権
に
よ
っ
て
東
国
領
主
の
統
制
を
任
じ
ら
れ
た
滝
川
一
益
の

活
動
と
の
比
較
を
行
い
、
織
田
政
権
、
豊
臣
政
権
に
お
け
る
取
次
の
あ
り
方
の

相
違
を
跡
付
け
る
。

そ
の
上
で
、
先
行
研
究
に
お
い
て
提
示
さ
れ
て
き
た
、
政
権
側
か
ら
設
定
さ

れ
た
取
次
と
な
っ
た
存
在
に
対
し
て
、
地
方
領
主
側
か
ら
の
視
点
を
加
え
て
再

検
討
を
加
え
る
。

具
体
的
に
は
浅
野
長
政
と
東
国
の
地
方
領
主
、
宇
都
宮
氏
、
佐
竹
氏
、
伊
達

氏
と
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
を
進
め
て
い
く
。
宇
都
宮
氏
は
浅
野
長
政
の
権
力

が
貫
徹
し
た
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
一
方
、
佐
竹
氏
は
浅
野
氏
の
介
入
を

取
次
と
し
て
設
定
さ
れ
た
石
田
三
成
が
排
除
し
え
た
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
。

最
後
に
伊
達
氏
の
事
例
は
、
上
か
ら
設
定
さ
れ
る
取
次
の
地
位
が
政
権
内
部
の

政
治
動
向
に
よ
っ
て
動
揺
を
き
た
す
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
。

第
一
章
　
浅
野
長
政
に
よ
る
取
次
大
名
の
囲
い
込
み

第
一
節
　
滝
川
一
益
と
東
国
領
主
と
の
関
係

浅
野
長
政
の
権
限
を
検
討
す
る
前
提
と
し
て
、
ま
ず
は
織
田
政
権
か
ら
地
方

領
主
統
制
を
委
任
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
滝
川
一
益
と
関
東
の
諸
領
主
と
の
関
係

を
確
認
す
る）
3
（

。

滝
川
一
益
は
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
武
田
氏
を
滅
ぼ
し
た
後
、
織
田
信

長
か
ら
「
東
国
御
警
固
」
を
委
任
さ
れ
上
野
国
に
入
部
し
た
。
そ
れ
以
前
に
滝

川
一
益
は
織
田
信
長
と
北
条
氏
と
の
取
次
を
務
め
、
そ
れ
を
根
拠
と
し
て
東
国

に
対
し
て
い
た
。
し
か
し
、
東
国
の
北
条
氏
と
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
諸
領
主
は

滝
川
一
益
で
は
な
く
、
織
田
信
長
の
側
近
を
通
じ
て
直
接
織
田
信
長
と
の
結
び

つ
い
て
い
た
。
こ
の
た
め
滝
川
一
益
は
関
東
の
全
て
の
領
主
か
ら
の
上
申
を
全

て
把
握
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
北
条
氏
と
敵
対
し
て
い
た
領
主
は
滝
川
一

益
の
存
在
を
飛
び
越
し
て
、
各
個
に
別
々
の
ル
ー
ト
を
通
じ
て
政
権
中
枢
に
つ

な
が
っ
て
い
た
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
滝
川
一
益
が
関
東
へ
入
部
す
る
前
後

に
お
い
て
共
通
し
た
現
象
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
に
下
野
国
の
皆
川
広
照
は
、
堀
秀
政
を
通

じ
て
馬
を
信
長
に
献
上
し
て
い
る）
4
（

。
そ
し
て
常
陸
国
の
真
壁
氏
幹
も
滝
川
一
益

が
関
東
に
入
部
し
た
後
に
、
菅
谷
長
頼
を
通
じ
て
馬
を
献
上
し
て
い
る）
5
（

。
堀
秀

政
と
菅
谷
長
頼
は
、
と
も
に
織
田
信
長
の
側
近
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。

一
応
「
東
国
御
警
固
」
を
委
任
さ
れ
て
い
た
滝
川
一
益
は
、
全
て
の
地
方
領
主

の
取
次
を
囲
い
込
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

そ
の
上
、
滝
川
一
益
へ
の
関
東
の
領
主
の
反
応
も
良
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

滝
川
一
益
に
よ
る
領
主
へ
の
命
令
が
貫
徹
し
て
い
た
と
は
言
い
が
た
い
状
況
で

あ
っ
た
。

例
え
ば
、
皆
川
氏
は
滝
川
一
益
か
ら
の
当
主
本
人
の
出
仕
要
求
に
対
し
て
、

名
代
の
出
仕
を
提
案）
6
（

し
た
。
宇
都
宮
氏
は
出
陣
要
求
に
対
し
て
即
答
を
避
け
て

お
り）
7
（

、
積
極
的
な
対
応
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
佐
竹
氏
へ
の
出
陣
要
求

も
滝
川
一
益
か
ら
佐
竹
氏
に
対
し
て
誓
詞
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
必

要
が
あ
っ
た）
8
（

。
以
上
の
よ
う
に
北
条
氏
に
抵
抗
す
る
北
関
東
の
領
主
層
は
、
滝
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川
一
益
へ
積
極
的
な
協
力
を
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
滝
川
一
益
の
指
揮
権
が
十

分
に
機
能
し
て
い
た
と
は
評
価
で
き
な
い
。

滝
川
一
益
は
北
条
氏
の
取
次
で
あ
っ
た
た
め
、
関
東
入
部
以
前
に
は
北
条
氏

と
敵
対
す
る
北
関
東
の
領
主
層
と
の
繫
が
り
が
存
在
し
な
か
っ
た
。
佐
竹
氏
の

客
将
で
あ
っ
た
太
田
資
正
父
子
に
対
し
て
、
織
田
信
長
が
滝
川
一
益
の
指
示
に

従
う
よ
う
に
と
命
令
し
て
い
る）
9
（

。
し
か
し
、
織
田
信
長
が
直
接
他
の
諸
氏
と
滝

川
一
益
と
の
関
係
を
規
定
し
た
証
拠
は
見
出
す
こ
と
が
出
来
ず
、
関
東
の
諸
氏

と
滝
川
一
益
の
関
係
が
政
権
側
か
ら
設
定
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

そ
の
た
め
、
北
条
氏
と
対
立
し
て
い
た
領
主
層
は
自
己
の
利
益
を
求
め
て
活

動
し
、
直
接
政
権
中
枢
と
の
関
係
構
築
を
志
向
し
た
。
一
方
、
滝
川
一
益
も
そ

の
状
況
を
抑
え
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
評
価
で
き
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、

相
対
的
に
強
い
繫
が
り
の
存
在
し
た
北
条
氏
と
対
立
し
た
結
果
、
支
持
勢
力
を

失
っ
た
滝
川
一
益
は
、
関
東
か
ら
退
去
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

以
上
、
滝
川
一
益
は
中
央
政
権
か
ら
関
東
警
固
の
任
務
を
与
え
ら
れ
て
東
国

に
入
部
し
た
も
の
の
、
関
東
の
全
て
の
領
主
の
政
権
中
枢
と
の
交
信
関
係
を
独

占
で
き
ず
、
統
制
す
る
こ
と
に
失
敗
し
た
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
滝

川
一
益
は
東
国
の
領
主
に
対
し
て
統
一
的
に
取
次
を
行
う
地
位
に
あ
っ
た
と
ま

で
は
評
価
で
き
な
い
。
後
年
の
浅
野
長
政
の
状
況
と
は
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を

確
認
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ
で
は
、
次
節
か
ら
豊
臣
政
権
下
に
お
け
る
浅
野
長
政
を
検
討
し
て
い
く
。

第
二
節
　
浅
野
長
政
に
よ
る
宇
都
宮
氏
の
囲
い
込
み

本
章
で
は
下
野
宇
都
宮
（
宇
都
宮
市
）
を
本
拠
と
し
た
宇
都
宮
氏
と
浅
野
長

政
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

宇
都
宮
氏
の
当
主
は
宇
都
宮
国
綱
で
、
常
陸
の
佐
竹
氏
と
婚
姻
関
係
を
結
ん

で
い
た
。
宇
都
宮
国
綱
に
関
す
る
研
究
は
荒
川
善
夫
氏
の
も
の
が
存
在
す
る）
10
（

。

小
田
原
合
戦
以
前
に
は
北
条
氏
に
抵
抗
し
、
豊
臣
政
権
と
繫
が
り
を
求
め
て
い

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
際
窓
口
と
な
っ
て
い
た
の
は
石
田
三
成
で
あ
っ

た
）
11
（

。
天
正
十
八
年
（
一
五
八
二
）
の
小
田
原
合
戦
に
際
し
て
は
、
実
際
に
戦
闘

が
始
ま
る
前
に
出
陣
す
る
こ
と
を
佐
竹
氏
に
提
案）
12
（

し
、
佐
竹
氏
と
共
に
豊
臣
方

と
し
て
の
立
場
を
と
っ
て
北
条
氏
に
味
方
す
る
勢
力
に
対
し
て
攻
撃
を
行
っ
て

い
る
。

そ
し
て
佐
竹
義
宣
と
と
も
に
石
垣
山
（
小
田
原
市
）
に
お
い
て
秀
吉
に
出
仕

を
遂
げ
、
正
式
に
豊
臣
大
名
と
し
て
認
知
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
出
仕

に
際
し
て
は
石
田
三
成
と
増
田
長
盛
が
仲
介
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
示
す
の

が
次
に
示
す
史
料
で
あ
る
。

史
料
一
　
佐
竹
義
宣
・
宇
都
宮
国
綱
参
礼
次
第
注
文
写）
13
（

 

史
料
内
傍
線
・
括
弧
は
引
用
者
に
よ
る
も
の
。
以
下
同
じ
。

　「
天
正
十
八
年
四
月
下
旬
覚
書
　
　
佐
竹
中
務
義
秀
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

国
安
権
力
兵
衛
差
上
之
」

天
正
十
八
年
四
月
下
旬
、
至
于
小
田
原
城
、
殿
下
様
御
動
座
、
同
五
月
廿

七
、
義
宣
・
国
綱
御
参
上
御
礼
申
之
次
第
之
事

　
　
　
自
太
田
御
陣
　
御
使
　
大
和
田
近
江

義
宣
（
佐
竹
義
宣
）　
帷
五
十
・
御
太
刀
并
御
馬
二
疋
・
金
五
十

（
以
下
十
二
人
省
略
）

　
　
　
義
重
（
佐
竹
義
重
）
よ
り

　
　
　
　
石
田
殿
へ
　
金
二
十
・
馬
一
疋
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増
田
殿
　
　
金
十

　
　
　
御
東
（
佐
竹
義
久
）
よ
り

　
　
　
　
石
田
殿
　
　
金
二
・
馬
疋

　
　
　
　
増
田
殿
　
　
馬
一
疋

　
　
　
自
宮
中
よ
り

国
綱
（
宇
都
宮
国
綱
）　
こ
し
ろ
五
た
い
金
廿
・
馬
二
疋
・
御
太
刀

（
以
下
九
人
省
略
）

以
上

本
史
料
は
佐
竹
氏
と
宇
都
宮
氏
が
石
垣
山
に
お
い
て
秀
吉
に
献
上
し
た
品
々

に
関
す
る
も
の
で
、
佐
竹
氏
、
宇
都
宮
氏
当
主
と
一
門
、
ま
た
彼
ら
に
従
う
国

衆
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
佐
竹
氏
前
当
主
の
佐
竹
義
重
と
佐
竹
一
門
東

家
の
人
間
で
あ
る
佐
竹
義
久
が
、
石
田
三
成
と
増
田
長
盛
に
そ
れ
ぞ
れ
金
と
馬

を
献
上
し
て
い
る
。
佐
竹
義
重
・
義
久
の
両
人
は
、
そ
れ
以
前
よ
り
豊
臣
政
権

と
直
接
連
絡
を
取
っ
て
い
た
人
間
で
あ
り
、
今
回
の
個
別
の
献
上
品
は
従
来
の

石
田
・
増
田
両
氏
と
の
関
係
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し

本
史
料
は
佐
竹
氏
関
係
者
が
作
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
宇
都
宮
氏
の
人
間

が
直
接
石
田
三
成
、
増
田
長
盛
に
贈
答
を
行
っ
た
か
ど
う
か
は
判
明
し
な
い
。

さ
て
、
小
田
原
合
戦
の
戦
後
処
理
に
関
し
て
、
宇
都
宮
氏
に
対
す
る
仕
置
の

実
行
を
任
さ
れ
た
の
が
誰
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
秀
吉
自
身
が
宇
都
宮
に
滞

在
し
て
仕
置
の
命
令
を
下
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
但
し
増
田
長
盛
は
秀
吉
の

会
津
へ
の
道
中
に
関
す
る
差
配
を
行
い）
14
（

、
秀
吉
の
会
津
行
き
に
同
行
せ
ず
、
宇

都
宮
に
残
留
し
て
、
喜
連
川
氏
（
小
弓
公
方
）
や
里
見
氏
の
仕
置
に
関
す
る
事

務
を
扱
っ
て
い
る）
15
（

。
増
田
長
盛
が
当
該
地
域
の
仕
置
に
つ
い
て
特
別
の
任
を
負

っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い）
16
（

。

そ
の
後
朝
鮮
出
兵
の
際
に
、
宇
都
宮
国
綱
は
増
田
長
盛
の
指
揮
下
で
行
動
し

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

史
料
二
　
豊
臣
秀
吉
朱
印
状）
17
（

　
　
　
　
覚

　
　
も
く
そ
城
と
り
ま
き
候
衆

　（
中
略
）

　
　
釜
山
浦
ニ
在
之
普
請
衆

　
一
四
千
九
百
人
　
　
　
　
　
　
　
浅
野
弾
正
少
弼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
野
左
京
大
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽
柴
伊
達
侍
従

　
一
六
千
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽
柴
岐
阜
侍
従
衆

　
一
千
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
田
右
衛
門
尉

　
　
　
　
　
　
　
増
田
右
衛
門
尉
一
手

　
一
三
百
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
都
宮
弥
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
増
田
右
衛
門
尉
一
手

　
一
百
五
拾
人
　
　
　
　
　
　
　
　
羽
柴
安
房
侍
従
（
里
見
義
康
）

　
　
　
　
　
　
　
増
田
右
衛
門
尉
一
手

　
一
弐
百
廿
人
　
　
　
　
　
　
　
　
那
須
太
郎
（
那
須
資
景
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
田
下
総
守
（
成
田
氏
長
）

　
　
合
壱
万
弐
千
六
百
人

　
右
浅
野
弾
正
、
増
田
右
衛
門
尉
釜
山
浦
ニ
在
之
而
、
城
普
請
可
申
付
候
、

　（
後
略
）
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本
史
料
は
文
禄
二
年
（
一
五
九
四
）
三
月
十
日
付
で
朝
鮮
の
も
く
そ
城
（
晋

州
城
）（
慶
尚
南
道
晋
州
市
）
を
攻
略
す
る
為
に
作
成
さ
れ
た
軍
勢
の
配
置
計

画
書
で
あ
る
。
明
と
の
講
和
交
渉
を
進
め
て
い
た
豊
臣
軍
は
、
少
し
で
も
状
況

を
有
利
に
し
、
自
軍
の
士
気
を
高
め
る
た
め
に
晋
州
城
の
攻
撃
を
行
っ
た
。
本

史
料
に
は
そ
の
豊
臣
軍
の
編
成
が
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
こ
の
編

成
が
適
用
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
同
じ
く
「
も
く
そ
城
取
巻
人
数
之
事
」
と

記
さ
れ
た
別
の
史
料）
18
（

が
存
在
し
、
そ
ち
ら
の
編
成
に
よ
っ
て
城
攻
め
が
実
行
さ

れ
て
い
る）
19
（

。

本
史
料
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
宇
都
宮
氏
を
は
じ
め
と
し
て
里
見
氏
、

那
須
氏
、
成
田
氏
が
「
増
田
右
衛
門
尉
一
手
」
と
し
て
増
田
長
盛
の
指
揮
下
に

編
成
さ
れ
、
釜
山
浦
の
城
普
請
工
事
に
動
員
さ
れ
る
計
画
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
政
権
が
、
徳
川
家
康
と
佐
竹
義
宣
を
除
い
た
関
東
の
中
小
領
主
を

統
一
的
に
増
田
長
盛
の
指
揮
下
に
お
い
て
編
成
し
よ
う
と
し
た
意
図
が
う
か
が

え
る
。
佐
竹
氏
が
除
か
れ
た
理
由
が
石
田
三
成
が
佐
竹
氏
の
取
次
で
あ
っ
た
為

だ
と
す
る
と
、
軍
事
指
揮
者
が
取
次
と
一
致
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。ま

た
、
実
際
の
編
成
に
お
い
て
も
増
田
長
盛
は
「
千
六
百
人
」
を
率
い
て
釜

山
浦
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
計
画
段
階
を
記
す
本
史
料
で
増
田
長
盛
が

率
い
る
軍
勢
と
、「
増
田
右
衛
門
尉
一
手
」
の
軍
勢
を
あ
わ
せ
た
数
字
の
合
計

に
近
い
の
で
、
実
際
の
行
動
に
お
い
て
計
画
通
り
に
宇
都
宮
氏
を
は
じ
め
と
し

た
諸
氏
は
、
増
田
長
盛
の
指
揮
下
に
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う）
20
（

。

本
史
料
に
よ
っ
て
、
宇
都
宮
国
綱
は
従
来
の
取
次
の
関
係
に
基
づ
き
軍
事
行

動
の
際
に
も
、
増
田
長
盛
の
影
響
下
に
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

注
意
す
べ
き
は
、
本
史
料
が
晋
州
城
攻
撃
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
一
時
的
な
計

画
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
彼
ら
の
関
係
は
恒
常
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
ま

で
言
い
切
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
増
田
長
盛
が
軍
事
指
揮
を
ふ
く
む
政
権
か
ら

の
上
意
下
達
を
、
恒
常
的
に
担
っ
た
取
次
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
ま
で
は
不
明
で

あ
る
。
そ
の
宇
都
宮
氏
と
増
田
長
盛
の
関
係
も
政
権
中
枢
の
政
策
に
よ
っ
て
上

か
ら
変
更
さ
れ
た
。

史
料
三
　
豊
臣
秀
吉
領
地
判
物）
21
（

甲
斐
国
之
事
、
令
扶
助
之
訖
、
全
可
領
知
候
、
但
此
内
壱
万
石
、
為
御
蔵
入
、

令
執
沙
汰
、
可
運
上
候
、
并
羽
柴
大
崎
侍
従
（
伊
達
政
宗
）、
南
部
大
膳

大
夫
（
南
部
信
直
）、
宇
都
宮
弥
三
郎
、
那
須
太
郎
、
同
那
須
衆
、
成
田

下
総
守
事
、
為
与
力
被
仰
付
候
之
条
、
成
其
意
、
可
取
次
候
也
、

　
文
禄
弐

　
　
十
一
月
廿
日
　
　
　
　
　
　
　（
秀
吉
花
押
）

　
　
　
　
浅
野
弾
正
少
弼
（
浅
野
長
政
）
と
の
へ

　
　
　
　
浅
野
左
京
大
夫
（
浅
野
幸
長
）
と
の
へ

本
史
料
は
文
禄
二
年
に
浅
野
長
政
・
幸
長
親
子
に
あ
て
て
出
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
内
容
は
浅
野
親
子
に
甲
斐
国
を
宛
行
い
、
伊
達
氏
、
南
部
氏
、
宇
都
宮
氏
、

那
須
氏
、
那
須
衆
（
那
須
地
方
の
小
領
主
層
）、
成
田
氏
を
「
与
力
」
と
し
て

編
成
し
、
こ
れ
ら
の
領
主
た
ち
の
「
取
次
」
を
行
う
よ
う
命
令
を
下
し
た
も
の

で
あ
る
。
文
禄
二
年
の
十
一
月
時
点
に
お
い
て
、
朝
鮮
半
島
で
は
一
時
的
な
講

和
が
成
立
し
、
具
体
的
な
軍
事
作
戦
が
計
画
さ
れ
て
い
る
状
況
下
で
は
な
い
。

つ
ま
り
軍
事
作
戦
と
い
う
臨
時
的
な
状
況
下
に
お
け
る
編
成
で
は
な
く
、
あ
る
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程
度
恒
常
的
な
関
係
と
し
て
「
与
力
」
の
編
成
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

甲
斐
国
の
領
有
と
抱
き
合
わ
せ
の
命
令
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
徳
川
家
康
対
策

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
い
ざ
徳
川
氏
と
の
合
戦
に
な
っ
た
ら
、
浅
野
長
政
が
彼

ら
を
軍
事
指
揮
下
に
お
い
て
、
戦
闘
が
行
わ
れ
る
と
い
う
想
定
で
の
も
の
で
あ

ろ
う
。

こ
の
浅
野
長
政
の
「
与
力
」
編
成
と
「
取
次
」
の
任
命
と
い
う
事
象
は
、
増

田
長
盛
の
段
階
か
ら
の
発
展
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
編
成
さ
れ
る
領
主
の
中

に
下
野
の
領
主
に
加
え
て
伊
達
氏
、
南
部
氏
が
加
え
ら
れ
た
。
そ
の
上
、
軍
事

指
揮
権
の
み
で
は
な
く
、
地
方
領
主
の
豊
臣
大
名
化
の
推
進
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

領
国
へ
の
介
入
・
領
主
へ
の
統
制
に
関
す
る
権
限
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
浅

野
長
政
に
対
し
て
上
か
ら
権
限
を
設
定
し
た
こ
と
は
、
豊
臣
政
権
の
地
方
統
制

を
考
え
る
上
で
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
と
評
価
で
き
よ
う
。

さ
て
、
宇
都
宮
氏
と
浅
野
長
政
の
関
係
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
宇
都
宮
領

検
地
実
行
に
浅
野
長
政
が
関
与
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
文
禄
四
年（
一
五
九
六
）、

文
禄
五
年
（
一
五
九
七
）
に
作
成
さ
れ
た
検
地
帳）
22
（

に
浅
野
氏
の
関
与
が
確
認
で

き
る
。
恒
常
的
な
関
係
で
、
な
お
か
つ
地
方
領
主
の
豊
臣
大
名
化
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
、
浅
野
長
政
は
宇
都
宮
国
綱
の
取
次
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
よ

う
。浅

野
長
政
に
よ
る
宇
都
宮
氏
に
対
す
る
関
与
の
中
で
最
も
重
要
な
も
の
は
、

慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
に
お
き
た
「
宇
都
宮
崩
れ
」
と
呼
ば
れ
る
宇
都
宮
氏

改
易
事
件
で
あ
る）
23
（

。
宇
都
宮
氏
改
易
の
理
由
は
そ
れ
を
明
確
に
示
す
一
次
史
料

が
存
在
し
な
い
た
め
、
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
浅
野
長
政
の
検
地
に
よ
っ
て

以
前
の
検
地
の
過
少
申
告
が
発
覚
し
た
た
め
で
あ
る
と
か
、
宇
都
宮
氏
の
後
継

と
し
て
浅
野
長
政
の
子
息
を
養
子
と
す
る
こ
と
に
、
宇
都
宮
国
綱
が
反
対
し
た

た
め
で
あ
る
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
。
改
易
さ
れ
た
宇
都
宮
国
綱
は
岡
山
に
蟄

居
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
頃
に
作
成
さ
れ
た
の
が
史
料
四
で
あ
る
。

史
料
四
　
宇
都
宮
国
綱
書
状）
24
（

　
返
々
、
早
々
為
脚
力
承
候
、
忝
候
、
宇
都
宮
之
様
子
何
と
候
哉
、
一
切

不
相
聞
候
、
以
上
、

来
札
披
見
、
忝
候
、
仍
不
斗
様
子
を
以
身
上
相
果
候
、
天
道
浅
間
敷
存
迄

候
、
然
者
、
西
国
備
前
岡
山
へ
可
罷
下
由
御
諚
候
間
、
即
罷
下
、
岡
山
近

辺
号
鷹
辺
山
家
ニ
指
入
居
候
、
増
右
（
増
田
長
盛
）・
石
治
（
石
田
三
成
）

内
存
少
も
不
相
替
懇
切
候
間
、
其
憑
迄
候
、
其
方
事
何
様
ニ
も
関
東
中
堪

忍
候
様
、
尤
候
、
当
国
へ
被
打
越
事
、
遠
境
と
云
、
爰
元
堪
忍
無
調
之
儀

と
云
、
必
此
方
へ
之
儀
叶
間
敷
候
、
其
元
取
乱
之
様
、
令
推
量
、
扠
々
痛

間
敷
候
由
存
候
、
尤
身
之
手
前
之
儀
可
有
推
量
候
、
巨
細
追
々
可
申
遣
候
、

恐
々
謹
言
、

　（
慶
長
二
年
）

　
　
　
霜
月
九
日
　
　
　
　
　
国
綱
（
花
押
）

　「
七
郎
殿
（
結
城
朝
綱
）　
　
　
　
国
綱
」（
見
返
シ
奥
切
封
ウ
ハ
書
）

本
史
料
は
「
身
上
相
果
」
と
い
う
表
現
な
ど
か
ら
「
宇
都
宮
崩
れ
」
直
後
に

作
成
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
宇
都
宮
国
綱
が
弟
で
あ
る
結
城
朝
勝

に
近
況
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
宇
都
宮
国
綱
は
、
突
然
改
易
さ
れ
た
事
は
天

道
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
あ
ま
り
に
な
げ
か
わ
し
い
も
の
だ
と
記

し
、
配
流
先
の
岡
山
に
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
増
田
長
盛
と
石
田
三

成
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
懇
切
に
し
て
く
れ
る
の
で
、
彼
等
を
頼
み
と
し
て
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い
る
こ
と
を
伝
え
、
最
後
に
手
元
不
如
意
の
状
況
を
述
べ
、
結
城
朝
勝
に
岡
山

訪
問
を
思
い
と
ど
ま
っ
て
、
関
東
に
い
る
よ
う
に
と
述
べ
て
い
る
。

宇
都
宮
氏
へ
の
改
易
に
つ
い
て
「
不
斗
様
子
を
以
身
上
相
果
」
と
宇
都
宮
国

綱
は
意
識
し
て
い
る
。
豊
臣
政
権
中
枢
に
お
け
る
宇
都
宮
氏
の
改
易
政
策
の
立

案
と
上
申
と
、
そ
れ
が
決
定
さ
れ
る
過
程
そ
の
も
の
を
宇
都
宮
国
綱
は
政
権
側

か
ら
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
宇
都
宮
氏
の
身
上
に
関

す
る
動
き
に
つ
い
て
、
本
人
に
宣
告
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
宇
都
宮
氏
と
政
権
の
繫
が
り
を
示
す
上
で
着
目
さ
れ
る
の
は
、
宇
都

宮
国
綱
が
「
与
力
」
と
し
て
付
属
し
た
浅
野
長
政
で
は
な
く
、
か
つ
て
取
次
関

係
が
存
在
し
た
石
田
三
成
・
増
田
長
盛
を
頼
り
に
し
て
地
位
の
回
復
を
期
待
し

て
い
る
事
実
で
あ
る
。
改
易
を
主
導
し
た
の
が
浅
野
長
政
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

彼
を
頼
る
と
い
う
の
は
無
理
が
あ
る
。
ま
た
地
方
領
主
が
様
々
な
ル
ー
ト
を
駆

使
し
て
政
権
中
枢
に
結
び
つ
き
、
身
上
保
障
を
確
実
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
て

き
た
事
例
は
既
に
周
知
の
も
の
で
あ
る
。
石
田
三
成
を
頼
っ
た
の
は
宇
都
宮
国

綱
の
妻
の
実
家
で
あ
る
、佐
竹
氏
の
取
次
で
あ
っ
た
関
係
か
ら
で
あ
ろ
う
。ま
た
、

後
述
す
る
よ
う
に
佐
竹
氏
も
「
宇
都
宮
崩
れ
」
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
で
、
石
田

三
成
が
関
与
す
る
可
能
性
が
存
在
し
た
。
こ
こ
で
大
切
な
の
は
浅
野
長
政
と
増

田
長
盛
や
石
田
三
成
と
の
関
係
性
で
あ
る
。

宇
都
宮
国
綱
は
増
田
長
盛
や
石
田
三
成
を
頼
り
再
起
を
期
し
、
い
わ
ゆ
る
慶

長
の
役
に
際
し
て
渡
海
し
て
い
る）
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が
、
結
局
再
興
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
事

実
は
浅
野
長
政
が
増
田
長
盛
や
石
田
三
成
の
運
動
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
を
あ
ら
わ
す
で
あ
ろ
う
。
秀
吉
の
朱
印
状
に
よ
り
政
権
か
ら
設
定
さ
れ
た

取
次
で
あ
っ
た
浅
野
長
政
は
、
宇
都
宮
氏
の
身
上
に
関
す
る
他
の
者
を
介
し
た

上
申
を
排
除
す
る
権
力
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
章
で
は
「
宇
都
宮
崩
れ
」
に
巻
き
込
ま
れ
た
佐
竹
氏
と
石
田
三
成
の
関
係

か
ら
、
浅
野
長
政
の
位
置
づ
け
と
「
指
南
」
と
「
取
次
」
の
関
係
を
考
え
る
。

第
二
章
　
浅
野
長
政
に
よ
る
囲
い
込
み
の
限
界

第
一
節
　
浅
野
長
政
と
佐
竹
氏
の
関
係

本
節
で
は
常
陸
の
佐
竹
氏
と
浅
野
長
政
の
関
係
を
考
察
し
て
い
く
。
佐
竹
氏

の
豊
臣
期
の
当
主
は
佐
竹
義
宣
で
あ
り
、
宇
都
宮
国
綱
と
は
い
と
こ
同
士
で
あ

る
。
小
田
原
合
戦
以
前
に
は
北
関
東
の
領
主
層
を
糾
合
し
、
北
条
氏
に
対
抗
し

て
い
た）
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。
当
時
の
佐
竹
氏
の
本
拠
地
は
、
太
田
（
常
陸
太
田
市
）
で
あ
っ
た
。

小
田
原
合
戦
に
際
し
て
は
、
宇
都
宮
国
綱
と
と
も
に
石
田
三
成
・
増
田
長
盛
の

取
り
成
し
に
よ
っ
て
秀
吉
に
出
仕
を
遂
げ
た
。

豊
臣
大
名
と
し
て
あ
ゆ
み
を
は
じ
め
た
佐
竹
氏
は
、
常
陸
国
南
部
に
勢
力
を

持
っ
て
い
た
国
人
領
主
を
一
掃
し
、
本
拠
地
を
水
戸
（
水
戸
市
）
に
移
す
な
ど
、

豊
臣
政
権
の
権
力
を
背
景
と
し
て
佐
竹
領
国
と
な
っ
た
常
陸
国
内
に
お
い
て
佐

竹
氏
へ
の
集
権
化
を
図
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
直
接
の
原
動
力
に
な
っ
た
の
は
、

従
来
指
摘
の
あ
っ
た
、
石
田
三
成
と
の
深
い
関
係
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
「
宇
都
宮
崩
れ
」
に
お
け
る
佐
竹
義
宣
と
石
田
三
成
の
関
係
を
示
す

史
料
が
次
の
も
の
で
あ
る
。

史
料
五
　
佐
竹
義
宣
書
状
写）
27
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猶
々
、
宇
都
宮
闕
所
ニ
付
而
、
宮
之
荷
物
一
駄
も
我
等
分
国
中
へ
相
透

申
候
ハ
ヽ
、
可
為
曲
事
由
、
か
た
く
冶
部
少
輔
を
以
被
仰
付
候
間
、
半

途
よ
り
も
太
田
の
留
守
居
へ
被
仰
越
、
宮
之
荷
物
一
た
ん
も
と
を
し
不

申
様
ニ
可
被
仰
付
候
事
、
肝
要
ニ
候
、
境
目
へ
ハ
涯
分
申
付
候
、
以
上
、
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急
度
以
早
飛
脚
申
入
候
、
宇
都
宮
殿
御
不
奉
公
有
之
ニ
付
而
、
闕
所
ニ
被

仰
付
候
、
千
本
・
伊
王
野
、
是
も
闕
所
ニ
被
仰
付
候
、
就
之
我
等
身
上
な

と
へ
も
、
上
様
よ
り
仰
出
之
儀
も
御
座
候
、
冶
少
被
入
御
念
被
仰
分
候
間
、

身
上
相
続
候
て
満
足
仕
候
、
む
さ
と
い
た
し
た
る
義
を
も
申
唱
候
共
、
御

本
ニ
有
間
敷
候
、
次
御
手
前
御
上
洛
之
事
、
達
候
者
、
冶
部
少
輔
殿
直
御

断
ニ
候
、
神
も
偽
無
之
候
、
一
刻
も
早
速
御
稼
、
御
登
尤
候
、
宇
都
宮
へ

浅
野
弾
正
方
為
御
検
使
被
罷
下
候
、
路
地
中
ニ
而
は
る
か
に
御
よ
け
被
成
、

御
手
前
御
上
洛
之
儀
を
弾
正
方
不
被
存
候
様
ニ
御
透
候
へ
と
、
冶
少
御
内

儀
に
て
候
、
何
も
少
之
儀
も
上
様
御
耳
へ
此
中
猶
以
入
申
候
間
、
遥
に
無

御
登
候
間
、
一
刻
も
早
速
御
登
可
然
之
由
被
仰
事
に
て
候
、
尚
御
登
之
上

可
得
御
意
候
間
、
不
宣
候
、
恐
々
謹
言
、

　（
慶
長
二
年
）　
　
　
　
　
次
郎

　
　
　
十
月
七
日
　
　
　
　
　
　
義
宣
（
花
押
）

　
　
御
北
城
（
佐
竹
義
重
）　
人
々
御
中

本
史
料
は
佐
竹
義
宣
か
ら
父
で
あ
る
佐
竹
義
重
に
送
ら
れ
た
書
状
で
あ
る
。

内
容
は
「
宇
都
宮
崩
れ
」
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
宇
都
宮
氏
、
那
須
衆

の
千
本
・
伊
王
野
氏
に
対
し
て
、
秀
吉
か
ら
改
易
命
令
が
出
た
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
宇
都
宮
氏
の
改
易
理
由
は
「
御
不
奉
公
」
と
し
て
お
り
、
具
体
的

な
理
由
ま
で
は
判
明
し
な
い
。

続
い
て
佐
竹
氏
へ
も
改
易
命
令
が
下
っ
た
も
の
の
、
石
田
三
成
の
取
り
成
し

に
よ
っ
て
、
佐
竹
氏
の
存
続
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
取
次

で
あ
っ
た
石
田
三
成
が
佐
竹
氏
の
た
め
に
動
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
佐
竹
氏
の
身

上
保
障
が
為
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

更
に
、
石
田
三
成
か
ら
佐
竹
義
宣
へ
の
「
内
儀
」
と
し
て
以
下
の
こ
と
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
佐
竹
義
重
の
一
刻
も
早
い
上
洛
が
必
要
で
あ
る
が
、
宇
都
宮

領
へ
の
検
使
と
し
て
浅
野
長
政
の
関
係
者
が
向
か
う
の
で
、
浅
野
方
に
佐
竹
義

重
の
行
動
が
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
気
を
つ
け
て
上
洛
す
る
よ
う
に
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
ま
た
追
而
書
で
は
、
宇
都
宮
領
か
ら
の
荷
物
を
佐
竹
領
に
通
さ

な
い
よ
う
に
と
石
田
三
成
を
通
じ
て
命
令
が
あ
っ
た
の
で
、
佐
竹
義
宣
が
国
境

に
命
令
を
下
し
た
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
内
容
か
ら
「
宇
都
宮
崩
れ
」
を
主
導
し
た
の
は
、
浅
野
長
政
で
あ
っ

た
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
佐
竹
義
重
の
上
洛
が
浅
野
方
に
知
ら
れ

て
は
ま
ず
い
事
態
に
発
展
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
こ
と
も
推
測
で
き
る
。

例
え
ば
、
佐
竹
義
重
の
活
動
を
謀
反
の
動
き
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
浅
野
方
の
介

入
を
許
し
て
し
ま
う
と
か
、
佐
竹
義
重
の
上
洛
が
妨
害
さ
れ
、
佐
竹
氏
に
よ
る

弁
明
・
上
申
が
不
可
能
と
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
を
想
定
す
る
の
は
不
可
能
で
は

あ
る
ま
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
浅
野
氏
と
の
緊
張
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ

れ
る
。
宇
都
宮
領
の
処
分
は
政
権
の
意
思
と
し
て
決
定
し
て
お
り
、
そ
れ
に
沿

っ
た
形
で
の
石
田
三
成
の
指
示
伝
達
で
あ
る
。
本
史
料
中
に
お
け
る
石
田
三
成

の
佐
竹
氏
へ
の
関
与
は
、「
御
内
儀
」
と
し
て
内
々
の
指
示
・
指
導
と
い
う
形

で
あ
っ
た
こ
と
も
そ
れ
を
裏
付
け
よ
う
。
そ
し
て
石
田
三
成
は
佐
竹
氏
へ
の
改

易
処
分
を
事
前
に
阻
止
す
る
と
い
う
形
で
動
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
佐
竹
義
宣

も
秀
吉
の
命
令
が
一
旦
下
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
浅
野
長
政
の
発
言
力
が
強

か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

一
方
で
、
一
旦
下
さ
れ
た
決
定
を
覆
す
と
い
う
形
で
、
石
田
三
成
に
よ
る
取

り
成
し
が
成
功
し
て
い
る
点
も
見
逃
せ
な
い
。
浅
野
長
政
と
石
田
三
成
が
完
全

に
上
下
関
係
の
み
で
編
成
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
石
田
三
成
は
浅
野
長
政
の
動
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向
を
制
約
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
佐
竹
氏
も
宇
都
宮
氏
と
も
ど
も
改
易
さ
れ

て
い
た
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
石
田
三
成
が
佐
竹
氏
の
取
次
で
あ
り
、
佐
竹
氏

か
ら
の
下
意
上
達
に
関
す
る
権
限
に
お
い
て
、
指
揮
を
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ

た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
石
田
三
成
は
佐
竹
氏
へ
下
さ
れ
た
命
令

を
撤
回
さ
せ
、
佐
竹
氏
の
存
続
が
認
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
佐
竹
氏
の
取

次
で
は
な
か
っ
た
浅
野
長
政
に
対
し
て
介
入
す
る
隙
を
与
え
な
け
れ
ば
、
む
や

み
に
佐
竹
氏
が
取
り
潰
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
よ
う
。

以
上
の
状
況
か
ら
、「
宇
都
宮
崩
れ
」
を
巡
る
状
況
に
お
け
る
石
田
三
成
と

浅
野
長
政
の
関
係
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

浅
野
長
政
は
宇
都
宮
氏
、
佐
竹
氏
へ
の
改
易
処
分
を
主
導
し
、
宇
都
宮
領
接

収
に
も
関
与
し
て
い
た
。改
易
命
令
が
下
さ
れ
た
宇
都
宮
氏
は
浅
野
長
政
の「
与

力
」
で
あ
り
、
そ
の
上
「
取
次
」
を
受
け
る
立
場
に
あ
っ
た
。
一
方
で
、
佐
竹

氏
は
浅
野
長
政
と
の
関
係
は
確
認
で
き
ず
、
石
田
三
成
と
の
強
い
つ
な
が
り
が

存
在
し
た
。

そ
の
石
田
三
成
は
「
宇
都
宮
崩
れ
」
に
際
し
て
、
浅
野
長
政
の
主
導
す
る
状

況
の
下
で
活
動
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
取
次
関
係
に
あ
っ
た
佐
竹
氏

の
取
り
成
し
を
行
い
、
佐
竹
氏
に
対
す
る
改
易
命
令
は
撤
回
さ
れ
、
佐
竹
氏
の

存
続
が
果
た
さ
れ
た
。
し
か
し
、
佐
竹
義
重
の
上
洛
が
浅
野
方
に
知
ら
れ
た
り
、

宇
都
宮
領
接
収
の
検
使
で
あ
る
浅
野
氏
関
係
者
に
見
つ
か
っ
た
り
す
る
危
険
性

に
つ
い
て
、
気
を
配
ら
な
く
て
は
い
け
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
宇
都
宮
領
の
荷

物
が
佐
竹
領
に
流
入
し
な
い
よ
う
に
警
戒
す
る
必
要
も
あ
っ
た
。
佐
竹
氏
へ
の

改
易
命
令
が
撤
回
さ
れ
た
と
は
い
え
、
浅
野
長
政
に
隙
を
見
せ
な
い
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
っ
た
。
取
次
で
あ
っ
た
石
田
三
成
の
行
動
が
、
そ
の
ま
ま
政
権
の

意
志
と
し
て
反
映
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

た
だ
し
、
佐
竹
氏
へ
「
内
儀
」
を
伝
え
、
行
動
に
気
を
つ
け
て
い
れ
ば
浅
野

長
政
で
あ
っ
て
も
容
易
に
付
け
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
浅

野
長
政
は
石
田
三
成
の
上
申
を
阻
止
す
る
地
位
に
は
な
か
っ
た
が
、
佐
竹
氏
に

対
す
る
秀
吉
の
意
向
を
左
右
す
る
力
を
持
っ
て
い
た
。

「
宇
都
宮
崩
れ
」
を
巡
る
状
況
に
お
い
て
は
、
浅
野
長
政
に
大
き
な
権
限
や

主
導
性
が
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
浅
野
長
政
は
政
権
の
意
志
決
定
に
関
与
し

う
る
立
場
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
佐
竹
氏
へ
の
改
易
命
令
は
石

田
三
成
を
介
す
る
上
申
に
よ
っ
て
撤
回
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。す
な
わ
ち
、「
取
次
」

と
い
う
視
点
か
ら
見
れ
ば
浅
野
長
政
と
石
田
三
成
の
関
係
は
単
純
な
上
下
階
層

関
係
で
は
な
く
、「
並
列
」
と
考
え
た
ほ
う
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
石

田
三
成
と
佐
竹
氏
と
の
取
次
関
係
に
対
し
て
、
浅
野
長
政
は
外
部
に
あ
っ
た
存

在
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
政
権
の
内
部
に
お
い
て
取
次
と
地
方
領

主
の
関
係
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
秀
吉
の
意
思
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。「
上
か
ら
」
設
定
さ
れ
た
取
次
で
あ
れ
ば
、
秀
吉

に
よ
る
解
任
が
な
け
れ
ば
、
各
地
方
領
主
と
独
占
的
に
関
係
を
持
つ
こ
と
が
で

き
た
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

結
局
浅
野
長
政
は
、
佐
竹
氏
へ
の
改
易
命
令
を
貫
徹
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
石
田
三
成
が
佐
竹
氏
の
取
次
だ
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
浅
野

長
政
は
秀
吉
の
意
志
決
定
に
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
た
が
、
石
田
三
成
に

よ
る
佐
竹
氏
の
意
志
を
上
申
す
る
行
動
を
阻
止
で
き
る
よ
う
な
関
係
は
持
っ
て

い
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
浅
野
長
政
の
限
界
が
あ
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き

る
。ま

た
一
方
の
佐
竹
氏
は
、
従
来
関
係
を
持
っ
て
い
た
石
田
三
成
を
頼
り
「
内

儀
」
の
指
導
ま
で
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
存
続
を
果
た
し
た
。
そ
の
取
次
で
あ
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っ
た
石
田
三
成
は
、
政
権
の
意
志
決
定
に
直
接
参
与
し
、
改
易
命
令
を
事
前
に

阻
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
改
易
命
令
を
撤
回
さ
せ
る
こ
と
に
成
功

し
た
。
石
田
三
成
に
よ
る
佐
竹
氏
の
囲
い
込
み
が
奏
功
し
た
と
位
置
づ
け
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
関
係
が
、
後
年
関
ヶ
原
合
戦
時
に
佐
竹
義
宣

が
西
軍
よ
り
の
動
き
を
す
る
理
由
の
一
つ
に
な
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
そ
れ
で

は
次
に
、
伊
達
政
宗
と
浅
野
長
政
の
関
係
を
検
討
し
、
さ
ら
に
浅
野
長
政
の
位

置
づ
け
を
探
る
。

第
二
節
　
浅
野
長
政
と
伊
達
政
宗
の
関
係

伊
達
氏
は
陸
奥
国
米
沢
（
米
沢
市
）
を
本
拠
と
し
て
活
動
し
た
大
名
で
あ
り
、

豊
臣
期
の
当
主
は
伊
達
政
宗
で
あ
っ
た
。
伊
達
政
宗
は
南
奥
州
の
覇
権
を
巡
っ

て
、
周
辺
の
領
主
と
抗
争
を
繰
り
広
げ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
伊
達
氏
に
対
し

て
、
豊
臣
政
権
か
ら
は
早
く
か
ら
接
触
が
あ
り
、
様
々
な
人
物
か
ら
政
権
へ
の

服
属
を
促
さ
れ
て
い
た）
28
（

。
結
局
伊
達
政
宗
は
、
小
田
原
合
戦
の
最
中
に
石
垣
山

の
秀
吉
本
営
に
出
頭
し
、
政
権
へ
服
属
を
し
た
。
そ
の
際
に
そ
れ
ま
で
服
属
を

促
し
て
い
た
前
田
利
家
と
浅
野
長
政
が
「
指
南
」
と
し
て
付
け
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

史
料
六
　
伊
達
政
宗
書
状）
29
（

昨
日
五
日
、
当
陳
（
陣
）
へ
参
着
候
、
各
中
途
迄
迎
ニ
被
打
出
候
キ
、
先

以
仕
合
能
様
ニ
候
、
扨
々
彼
一
儀
、
関
白
ヨ
リ
も
不
仰
出
、
尤
不
申
出
候
、

可
為
如
何
候
哉
、
菟
角
々
、
当
方
族
大
分
ニ
上
へ
年
来
相
聞
、
殊
此
口
ニ

而
も
、
下
々
其
取
沙
汰
之
由
候
条
、
自
然
彼
一
義
相
違
難
計
候
、
併
浅
弾

（
浅
野
長
政
）・
利
家
（
前
田
利
家
）
鉢
形
表
ニ
在
陳
候
ヲ
、
従
関
白
様
昨

日
迎
ヲ
御
越
、
此
陣
へ
被
招
、
指
南
ヲ
可
被
仰
付
之
由
候
、
然
時
者
、
万
々

仕
合
共
、
可
能
欤
与
存
候
、
何
よ
り
其
表
静
謐
之
由
、
千
言
万
句
ニ
候
、

殊
更
於
駒
峯
ニ
得
大
利
候
由
、
大
悦
此
事
ニ
候
、
事
々
期
後
音
、
不
具
候
、

恐
々
謹
言
、

　（
天
正
十
八
年
・
一
五
九
〇
）

　
　
　
六
ノ
六
日
　
　
　
　
　
政
宗
（
花
押
）

　
　
　
　
　
白
石
（
白
石
宗
実
）

本
史
料
は
伊
達
政
宗
が
家
臣
で
あ
る
白
石
宗
実
へ
宛
て
た
書
状
で
あ
る
。
ま

ず
六
月
五
日
に
小
田
原
に
到
着
し
た
こ
と
を
述
べ
、「
指
南
」
に
関
す
る
こ
と

を
記
し
た
あ
と
、
最
後
に
伊
達
領
の
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。

さ
て
、
傍
線
部
に
お
い
て
、
伊
達
政
宗
に
浅
野
長
政
と
前
田
利
家
が
「
指
南
」

と
し
て
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
二
人
は
そ
れ
ま
で
北
条
氏
の

鉢
形
城
攻
撃
に
出
兵
し
て
い
た
が
、
わ
ざ
わ
ざ
秀
吉
か
ら
小
田
原
ま
で
呼
び
戻

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
豊
臣
政
権
に
と
っ
て
伊
達
氏
対
策
が
重
要
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
「
指
南
」
任
命
以
降
、
浅
野
長
政
は
伊
達
政
宗

へ
の
関
与
を
深
め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

さ
て
、
小
田
原
合
戦
以
後
の
奥
羽
仕
置
に
お
い
て
、
伊
達
氏
は
自
分
仕
置
を

許
さ
れ
、
直
接
政
権
か
ら
の
介
入
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
葛
西
・
大

崎
一
揆
と
九
戸
の
乱
な
ど
へ
の
伊
達
氏
の
軍
事
動
員
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
上

方
の
軍
勢
が
仕
置
を
行
う
中
で
の
自
分
仕
置
で
あ
り
、
政
権
か
ら
の
強
力
な
影

響
下
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
朝
鮮
出
兵
の
際
に
は
浅
野
長
政
と
行
動
を
と
も
に
し
た
。
前
掲
史
料

二
で
は
浅
野
長
政
の
下
で
釜
山
浦
の
城
普
請
を
行
う
計
画
が
存
在
し
、
実
際
の
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晋
州
城
攻
撃
に
は
浅
野
長
政
指
揮
下
に
お
い
て
城
攻
め
に
加
わ
っ
て
い
る）
31
）（
30
（

。

前
章
に
お
い
て
確
認
し
た
増
田
長
盛
は
、
下
野
の
諸
領
主
を
軍
事
指
揮
下
に

お
い
て
い
た
が
、
浅
野
長
政
は
伊
達
氏
の
取
次
で
あ
り
、
な
お
か
つ
伊
達
氏
に

対
す
る
軍
事
指
揮
権
を
持
っ
て
い
た
と
評
価
で
き
る
。
地
方
領
主
へ
の
政
権
か

ら
の
関
与
が
深
化
し
て
い
る
こ
と
を
表
す
と
同
時
に
、
伊
達
氏
へ
の
配
慮
を
表

し
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
し
て
改
め
て
前
掲
史
料
三
に
お
い
て
伊
達
政
宗
は
浅
野
長
政
の
「
与
力
」

と
し
て
編
成
さ
れ
、「
取
次
」
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
秀
吉
の
朱
印
状
に

よ
っ
て
上
か
ら
浅
野
長
政
に
よ
る
伊
達
政
宗
に
対
す
る
関
与
が
強
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
判
明
す
る
。

し
か
し
、
伊
達
政
宗
は
浅
野
長
政
に
対
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
絶
縁
状
」
を
作

成
し
て
い
る
。

史
料
七
　
伊
達
政
宗
書
状
案）
32
（

内
々
如
此
之
存
分
、
と
く
に
も
雖
可
申
入
候
、
貴
殿
御
事
上
様
御
言
葉
も

か
か
ら
す
、
御
息
左
京
殿
も
御
折
檻
之
内
此
儀
申
出
候
者
、
御
両
人
御
前

悪
候
ニ
付
何
を
か
な
と
存
申
様
ニ
、
人
々
取
沙
汰
如
何
敷
存
延
引
仕
候
処
、

目
出
度
、
貴
殿
御
仕
合
も
よ
く
、
近
日
御
出
頭
、
剰
左
京
殿
御
身
上
相
済

候
条
、
我
等
今
日
迄
御
首
尾
相
届
、
こ
れ
ま
で
と
存
、
年
来
申
披
候
、
誰

人
を
も
頼
入
、
口
上
に
て
具
申
度
候
得
共
、
頼
申
か
た
、
自
然
会
釈
も
候

て
ハ
、
無
其
曲
存
、
一
々
以
書
付
、
如
此
申
事
候
、

一
、
一
両
年
以
前
、
我
等
知
行
、
故
な
く
　
上
意
江
進
上
可
申
由
、
御
異

見
候
間
、
貴
殿
御
事
ハ
御
指
南
と
申
、
万
事
頼
入
候
条
、
何
様
之
事
な
り

と
、
御
異
見
不
可
相
背
候
へ
共
、
上
意
御
重
恩
共
、
数
度
か
う
む
り
一
代

之
内
、
是
非
共
御
奉
公
と
存
詰
候
て
も
、
知
行
を
指
上
、
か
ち
は
た
し
の

躰
に
て
ハ
何
と
存
候
て
も
、
御
奉
公
弥
々
と
と
き
申
ま
し
く
候
、
さ
れ
共

知
行
指
上
可
申
い
わ
れ
候
へ
ハ
、
不
及
是
非
候
処
ニ
、
何
を
以
、
其
砌
知

行
進
上
可
申
候
哉
と
申
候
へ
共
、
し
き
り
ニ
種
々
被
仰
候
間
、
あ
ま
り
ニ

不
審
ニ
存
、
扨
者
　
上
様
御
内
証
も
候
哉
と
、
分
別
仕
、
さ
や
う
ニ
取
詰

仰
候
う
へ
ハ
、
兎
も
角
も
と
申
候
処
、
さ
ら
は
、
其
存
分
ニ
折
紙
仕
候
へ

と
承
候
間
、
何
と
て
我
等
心
中
よ
り
不
審
存
事
を
か
き
可
申
候
や
、
と
申

候
へ
共
、
貴
殿
御
異
見
合
点
申
候
う
へ
ハ
、
是
非
共
と
無
理
に
か
か
せ
御

と
り
、
い
ま
に
無
御
返
、
其
文
御
て
ま
へ
に
被
留
置
候
、
右
之
儀
、
聚
楽

に
て
、
金
吾
殿
（
小
早
川
秀
秋
）
江
御
成
之
時
、
不
図
御
披
露
之
由
承
候
、

雖
然
　
上
様
忝
以
御
塩
味
、
身
上
無
異
儀
候
つ
る
事
、

（
中
略
）

惣
別
小
田
原
以
来
、
何
事
に
て
も
、
貴
殿
御
取
合
仰
候
事
、
覚
不
申
候
、

さ
や
う
ニ
候
と
て
、
惣
別
知
行
な
と
可
申
請
と
頼
入
候
事
無
之
候
キ
、
無

故
人
々
の
さ
さ
へ
、
讒
言
さ
へ
、
一
途
不
被
仰
分
、
唯
々
　
上
意
御
重
恩

迄
を
以
、
我
等
身
上
相
続
候
、
如
此
之
儀
申
候
と
て
、
拙
者
身
上
に
て
引

き
た
ち
、
御
恨
可
申
に
も
無
之
候
、
自
今
以
後
者
、
貴
殿
へ
参
事
も
、
又

申
入
事
も
、
一
切
可
相
止
候
、
尤
御
指
南
頼
入
間
布
候
、
御
尋
も
候
ハ
ハ
、

右
之
条
々
　
上
意
迄
も
披
露
仕
へ
く
候
、
恐
々
謹
言
、

（
文
禄
五
年
、
一
五
九
七
）　
羽
柴
越
前
守

　
　
八
月
十
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
政
宗
判

　
　
浅
野
弾
正
少
弼
殿
　（
浅
野
長
政
）

　
　
　
　
　
　
　
　
人
々
御
中
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本
史
料
は
、
伊
達
政
宗
の
「
絶
縁
状
」
と
呼
ば
れ
る
長
文
の
史
料
で
、
浅
野

長
政
に
宛
て
て
伊
達
氏
の
不
満
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。「
案
」
で
あ
る
の
で

直
接
浅
野
氏
方
に
届
け
ら
れ
た
も
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
伊
達
氏
と
い
う
地
方

領
主
か
ら
み
た
取
次
浅
野
長
政
を
示
す
も
の
と
位
置
づ
け
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

内
容
と
し
て
は
所
領
進
上
を
申
し
出
る
文
書
の
問
題
、
朝
鮮
出
兵
時
に
お
け
る

浅
野
長
政
に
よ
る
指
導
と
兵
糧
に
関
す
る
問
題
、
秀
次
事
件
に
お
け
る
伊
達
氏

身
上
取
り
成
し
の
問
題
、
伊
達
氏
と
不
仲
で
あ
っ
た
蒲
生
氏
・
木
村
氏
へ
浅
野

氏
が
肩
入
れ
し
て
い
る
問
題
な
ど
に
つ
い
て
伊
達
氏
の
不
満
を
述
べ
立
て
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

な
か
で
も
、
伊
達
政
宗
方
の
主
張
で
は
あ
る
が
、
本
文
第
一
条
に
は
浅
野
長

政
に
よ
っ
て
、
伊
達
政
宗
が
所
領
の
進
上
を
申
し
出
た
文
書）
33
（

を
書
か
さ
れ
た
こ

と
が
記
さ
れ
る
。
ま
た
伝
聞
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
文
書
を
浅
野
長
政
が
秀

吉
に
披
露
し
た
と
い
う
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
秀
吉
の
判
断
に
よ
っ
て
身
上

の
存
続
が
果
た
さ
れ
た
も
の
の
、
伊
達
氏
に
も
改
易
の
危
機
が
存
在
し
た
可
能

性
も
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
浅
野
長
政
の
強
い
関
与
が
窺
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
。そ

う
し
た
浅
野
氏
の
統
制
に
対
し
て
、
伊
達
政
宗
は
浅
野
長
政
に
対
し
て
絶

縁
状
を
送
り
「
貴
殿
へ
参
事
」
も
「
申
入
事
」
も
行
わ
ず
、
関
係
を
断
つ
こ
と

を
宣
言
し
て
い
る
。

本
史
料
に
対
す
る
評
価
で
あ
る
が
、
田
中
誠
二
氏
は
こ
の
史
料
を
基
に
、
地

方
領
主
の
側
が
取
次
を
選
択
す
る
と
い
う
評
価
を
導
き
出
し
て
い
る）
34
（

。
一
方
で
、

戸
谷
氏
は
政
権
中
枢
の
状
況
の
変
化
に
原
因
を
求
め
、
浅
野
長
政
が
秀
次
事
件

で
失
脚
し
た
た
め
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る）
35
（

。
つ
ま
り
上
の
状
況
の
変
化
が
地

方
領
主
の
自
由
行
動
を
許
し
た
と
見
て
い
る
。

浅
野
長
政
と
伊
達
政
宗
が
上
が
設
定
し
た
取
次
と
地
方
領
主
と
の
関
係
で
あ

っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
下
か
ら
一
方
的
に
関
係
を
解
消
で
き
た
と
評
価
す
る

の
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

浅
野
長
政
の
失
脚
に
は
背
景
と
し
て
、
蒲
生
氏
郷
死
去
に
よ
る
蒲
生
氏
遺
領

問
題
と
、
そ
れ
に
続
く
秀
次
事
件
が
関
係
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

蒲
生
秀
行
に
よ
る
蒲
生
氏
郷
遺
領
継
承
に
は
徳
川
家
康
や
前
田
利
家
が
関
与
を

し
て
お
り
、
地
方
の
有
力
大
名
の
発
言
力
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
っ

た
。
更
に
秀
次
事
件
の
際
に
浅
野
長
政
は
、
蒲
生
氏
領
の
引
渡
し
の
た
め
、
蒲

生
秀
行
に
同
行
し
て
会
津
に
滞
在
し
て
お
り
、
上
方
に
は
不
在
で
あ
っ
た
。
浅

野
長
政
の
政
治
的
発
言
力
が
封
じ
ら
れ
た
状
況
下
で
の
失
脚
で
あ
っ
た
。
特
に

浅
野
長
政
が
狙
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

政
権
に
と
っ
て
伊
達
政
宗
の
処
遇
は
な
い
が
し
ろ
に
で
き
る
問
題
で
は
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
失
脚
し
た
浅
野
長
政
に
代
わ
り
、
石
田
三
成
の
関
与）
36
（

が
確
認

で
き
る
。
政
権
内
部
の
権
力
闘
争
に
よ
り
取
次
が
変
更
さ
れ
た
と
み
る
の
が
妥

当
で
あ
ろ
う）
37
（

。

し
た
が
っ
て
、
浅
野
長
政
と
伊
達
政
宗
の
関
係
解
消
は
、
上
の
状
況
変
化
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
上
か
ら
設
定
さ
れ
た

取
次
と
地
方
領
主
の
関
係
は
、
上
の
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
浅
野
長
政
と
地
方
領
主
と
の
関
係
を
巡
っ
て
考
察
を
行

っ
て
き
た
。
従
来
で
は
政
権
側
か
ら
設
定
さ
れ
た
取
次
の
機
能
と
権
限
に
つ
い

て
考
察
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
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織
田
政
権
下
に
お
い
て
滝
川
一
益
は
、
地
方
領
主
の
政
権
中
枢
へ
の
接
近
に

対
し
て
全
て
を
把
握
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
彼
に
上
申
が
集
中
さ
れ
た
形
跡

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
地
方
領
主
は
各
自
個
別
に
織
田
信
長
の
側
近
を
頼
っ
て

政
権
と
関
係
を
取
り
結
ん
で
お
り
、
滝
川
一
益
が
地
方
領
主
と
織
田
信
長
と
の

交
信
を
独
占
的
に
囲
い
込
ん
だ
状
況
は
確
認
さ
れ
な
い
。

一
方
で
、
豊
臣
政
権
下
に
お
い
て
は
、
浅
野
長
政
に
よ
る
地
方
領
主
に
対
す

る
囲
い
込
み
が
、
上
か
ら
設
定
さ
れ
た
取
次
関
係
に
も
と
づ
き
実
現
し
て
い
た

こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
事
例
と
し
て
宇
都
宮
国
綱
の
事
例
を
考
察
し
た
。
宇
都
宮
国
綱
は
取
次

で
あ
っ
た
浅
野
長
政
に
よ
っ
て
改
易
さ
れ
た
後
、
石
田
三
成
や
増
田
長
盛
を
頼

っ
て
再
興
を
期
し
た
。
し
か
し
、
本
来
浅
野
長
政
が
取
次
で
あ
っ
た
た
め
に
宇

都
宮
氏
の
復
活
は
な
ら
な
か
っ
た
。
浅
野
長
政
に
よ
る
宇
都
宮
氏
の
囲
い
込
み

が
貫
徹
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

次
に
検
討
し
た
の
は
佐
竹
義
宣
の
事
例
で
あ
る
。
佐
竹
義
宣
は
浅
野
長
政
に

よ
っ
て
改
易
の
危
機
に
あ
っ
た
。
浅
野
長
政
は
佐
竹
氏
の
取
次
で
は
な
く
、
浅

野
長
政
に
よ
る
佐
竹
氏
へ
の
介
入
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
佐
竹

氏
は
本
来
の
取
次
で
あ
っ
た
石
田
三
成
を
頼
る
こ
と
に
よ
り
存
続
を
果
た
し
た
。

そ
の
裏
に
は
石
田
三
成
に
よ
る
指
導
が
あ
り
、
浅
野
長
政
に
対
し
て
隙
を
与
え

な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
浅
野
長
政
の
権
力
は
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
既

に
石
田
三
成
な
ど
と
関
係
を
持
っ
て
い
る
地
方
領
主
に
対
し
て
は
、
無
条
件
に

介
入
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
浅
野
長
政
は
石
田

三
成
に
対
し
、
取
次
を
行
う
こ
と
自
体
に
何
ら
統
制
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
浅
野
長
政
と
石
田
三
成
を
上
下
関
係
で
評
価
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

両
者
と
も
に
地
方
領
主
と
秀
吉
と
の
交
信
を
独
占
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

列
島
の
統
一
と
戦
後
処
理
が
終
わ
っ
た
段
階
に
お
い
て
は
、
各
領
主
に
対
す
る

取
次
と
し
て
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
浅
野
長
政
と
石
田
三
成
は
並
列
関
係
で
あ

っ
た
と
評
価
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
検
討
し
た
の
は
伊
達
政
宗
の
事
例
で
あ
る
。
浅
野
長
政
は
伊
達
政
宗

の
取
次
を
命
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、「
与
力
」
と
し
て
軍
事
的
に
編
成
す
る
立

場
に
あ
っ
た
。
増
田
長
盛
も
朝
鮮
出
兵
時
に
は
下
野
の
領
主
に
対
し
て
軍
事
指

揮
権
を
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
浅
野
長
政
は
増
田
長
盛
に
対

し
て
、
更
に
強
い
権
限
を
持
っ
て
い
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
浅
野
長
政
が
蒲
生
氏
遺
領
問
題
や
秀
次
事
件
に
よ
っ
て
失
脚
す
る

と
、
伊
達
政
宗
の
取
次
と
し
て
の
立
場
も
失
う
こ
と
と
な
っ
た
。
伊
達
政
宗
か

ら
「
絶
縁
状
」
と
い
う
形
で
現
れ
る
が
、
そ
れ
は
浅
野
長
政
に
代
わ
っ
て
、
石

田
三
成
が
伊
達
政
宗
に
関
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
浅
野
長
政

に
よ
る
伊
達
政
宗
の
囲
い
込
み
は
、
政
権
内
部
の
政
変
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
外
様
大
名
を
政
権
中
枢
か
ら
排
除
し
た
徳
川
政

権
に
は
存
在
し
な
い
意
志
決
定
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
た
。

以
上
、
豊
臣
政
権
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
取
次
に
よ
る
地
方
領
主
の
囲
い
込

み
の
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
各
個
別
領
主
に
対
す
る
囲
い
込
み
は
排
他
的

に
存
在
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
囲
い
込
み
に
対
す
る
介
入
や
政
変
に
よ
る
取
次

の
交
代
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
豊
臣
期
の
取
次
は
安
定
し
た
立
場

で
は
な
く
、
不
断
に
地
方
領
主
へ
の
囲
い
込
み
を
深
化
さ
せ
、
他
の
取
次
を
務

め
る
存
在
と
競
合
し
て
存
在
し
て
い
た
と
評
価
で
き
る
。
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注

（
1
）　
山
本
博
文
「
豊
臣
政
権
の
『
取
次
』
の
特
質
」、
同
「
豊
臣
政
権
の
『
指
南
』
に

つ
い
て
」（『
幕
藩
制
の
成
立
と
近
世
の
国
制
』、
校
倉
書
房
、
一
九
九
〇
、
初
出
は
そ

れ
ぞ
れ
、
一
九
八
四
、
一
九
八
九
）。

（
2
）　
戸
谷
穂
高「
豊
臣
政
権
の
取
次
│
天
正
年
間
対
西
国
政
策
を
対
象
と
し
て
│
」（『
戦

国
史
研
究
』
四
九
、
戦
国
史
研
究
会
、
二
〇
〇
五
）、「
天
正
・
文
禄
期
の
豊
臣
政
権
に

お
け
る
浅
野
長
吉
」（『
遥
か
な
る
中
世
』
二
一
、
二
〇
〇
六
）。

（
3
）　
滝
川
一
益
の
位
置
づ
け
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
滝
川
一
益
の
行
動
と
関
東
の
領
主

層
の
対
応
」（『
小
田
原
地
方
史
研
究
』
二
五
、
二
〇
一
〇
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
）　（
天
正
九
年
）
十
月
廿
九
日
付
堀
秀
政
書
状
（「
皆
川
文
書
」、『
栃
木
県
史
』
史
料

編
中
世
一
、
一
〇
二
号
）。

（
5
）　（
天
正
十
年
）
四
月
三
日
付
真
壁
氏
幹
書
状
草
案
（「
真
壁
文
書
」、『
真
壁
町
史
料
』

中
世
編
Ⅰ
、
八
六
号
）、（
天
正
十
年
）
卯
月
三
日
付
原
重
正
書
状
（「
真
壁
文
書
」、
同

前
八
七
号
）

（
6
）　（
天
正
十
年
）
四
月
五
日
付
滝
川
一
益
書
状
（「
皆
川
文
書
」『
栃
木
県
史
』
史
料
編
、

中
世
一
、
一
〇
三
号
）、（
天
正
十
年
）
四
月
五
日
付
滝
川
一
益
書
状
（「
皆
川
文
書
」
同
前
、

一
〇
四
号
）。

（
7
）　（
天
正
十
年
）
卯
月
四
日
付
宇
都
宮
国
綱
書
状
写
（「
小
田
部
庄
右
衛
門
氏
所
蔵
文

書
」『
栃
木
県
史
』
史
料
編
、
中
世
二
、
八
七
号
）。

（
8
）　（
天
正
十
年
）
六
月
廿
日
付
天
徳
寺
宝
衍
書
状
写
（「
佐
竹
文
書
」『
栃
木
県
史
』

史
料
編
、
中
世
三
、
九
号
）。

（
9
）　（
天
正
十
年
）
四
月
八
日
付
織
田
信
長
朱
印
状
（「
太
田
文
書
」『
埼
玉
県
史
』
資

料
編
六
、
中
世
二
、
一
一
二
三
号
）。

（
10
）　
荒
川
善
夫
「
国
綱
の
時
代
│
地
域
権
力
か
ら
豊
臣
大
名
へ
│
」（『
戦
国
期
北
関
東

の
地
域
権
力
』、
岩
田
書
院
、
一
九
九
七
）。

（
11
）　（
天
正
十
七
年
）
三
月
十
一
日
付
石
田
三
成
書
状
写
（「
宇
都
宮
氏
家
蔵
文
書
下
」

『
小
田
原
市
史
』
史
料
編
、
原
始
古
代
中
世
Ⅰ
、
七
二
三
号
）。

（
12
）　（
天
正
十
八
年
）
正
月
二
三
日
付
芳
賀
高
継
書
状
写
（「
佐
竹
文
書
」
『
神
奈
川
県

史
』
史
料
編
三
、
古
代
中
世
三
下
、
九
五
七
九
号
）、（
同
年
）
正
月
二
三
日
付
宇
都
宮

国
綱
書
状
写
（「
佐
竹
文
書
」
同
前
九
五
八
〇
号
）。

（
13
）　「
佐
竹
文
書
」（『
真
壁
町
史
料
』
中
世
編
Ⅲ
）。

（
14
）　（
天
正
十
八
年
）
七
月
六
日
付
増
田
長
盛
書
状
写
（「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
十
」、『
茨

城
県
史
料
』
中
世
Ⅳ
、
一
六
四
号
）。

（
15
）　（
天
正
十
八
年
）
八
月
廿
二
日
付
山
中
長
俊
書
状
（「
喜
連
川
文
書
」『
栃
木
県
史
』

史
料
編
、
中
世
二
、
七
三
号
）。

（
16
）　
増
田
長
盛
の
取
次
と
し
て
の
活
動
に
つ
い
て
は
斉
藤
司
「
豊
臣
期
関
東
に
お
け
る

増
田
長
盛
の
動
向
」（『
関
東
近
世
史
研
究
』
一
七
、
一
九
八
四
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
17
）　「
浅
野
家
文
書
」（『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
第
二
、
二
六
三
号
）。

（
18
）　
文
禄
二
年
五
月
二
十
日
付
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
案
（「
島
津
家
文
書
」
二
、『
大
日
本

古
文
書
』
家
わ
け
第
十
六
、
九
五
五
号
）。

（
19
）　
井
原
今
朝
男
「
上
杉
景
勝
の
朝
鮮
出
兵
と
熊
川
倭
城
」（『
長
野
県
立
歴
史
館
研
究

紀
要
』
三
、
一
九
九
七
）。

（
20
）　
但
し
「
大
和
田
重
清
日
記
」（『
日
本
史
研
究
』
四
四
、
一
九
五
九
）
に
よ
れ
ば
、

文
禄
二
年
四
月
十
九
日
に
宇
都
宮
国
綱
は
佐
竹
氏
の
陣
所
の
茶
会
に
出
席
し
て
い
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
増
田
長
盛
の
指
揮
下
か
ら
外
れ
た
の
か
、
増
田
長
盛
に
従
い
渡
海
し

た
の
か
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、「
大
和
田
重
清
日
記
」（
同
前
）
に
お
い
て
宇
都
宮
国

綱
渡
海
記
事
は
管
見
に
な
い
。
ま
た
同
年
七
月
九
日
に
も
名
護
屋
に
滞
在
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
る
（
同
前
）。
あ
く
ま
で
も
前
掲
註
（
21
）
史
料
も
「
計
画
」
で
あ
っ

た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

（
21
）　「
浅
野
家
文
書
」（『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
第
二
、
三
二
一
号
）。

（
22
）　
大
谷
村
検
地
帳
（「
阿
久
津
哲
大
家
文
書
」『
高
根
沢
町
史
史
料
編
』
Ⅱ
近
世
）
ほ
か
。

前
掲
註
（
10
）
荒
川
氏
論
文
参
考
。

（
23
）　「
宇
都
宮
崩
れ
」
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
市
村
高
男
「
近
世
成
立
期
と
動
く

社
会
の
動
向
│
結
城
朝
勝
の
動
向
を
中
心
と
し
て
│
」（『
栃
木
県
史
研
究
』
二
四
、
一

九
八
三
）
が
存
在
す
る
。
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（
24
）　「
真
崎
文
書
」（『
栃
木
県
史
』
史
料
編
　
中
世
三
、
一
号
）。

（
25
）　「
宇
都
宮
高
麗
帰
陣
軍
物
語
」（『
宇
都
宮
市
史
別
巻
　
年
表
・
補
遺
』）。

（
26
）　
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
ま
で
の
当
主
は
佐
竹
義
宣
の
父
、佐
竹
義
重
で
あ
っ
た
。

（
27
）　「
佐
竹
文
書
」（『
栃
木
県
史
』
史
料
編
　
中
世
三
、
十
一
号
）。

（
28
）　
伊
達
氏
に
対
す
る
服
属
の
交
渉
に
関
し
て
は
山
田
邦
明
「
殿
下
の
御
意
│
和
久
宗

是
よ
り
伊
達
政
宗
へ
の
通
信
│
」（『
戦
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
一
）
に
詳
し
い
。
ま
た
本
書
に
お
い
て
も
い
わ
ゆ
る
「
手
筋
」
同
士
の
緊
張
関

係
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
29
）　（
天
正
十
八
年
）
伊
達
政
宗
書
状
（「
登
米
懐
古
館
所
蔵
登
米
伊
達
家
文
書
」『
仙

台
市
史
』
資
料
編
十
、
伊
達
政
宗
文
書
一
、
六
九
七
号
）。

（
30
）　
前
掲
註
（
21
）
史
料
。

（
31
）　
註
（
33
）
史
料
。

（
32
）　（
文
禄
五
年
）八
月
十
四
日
付
伊
達
政
宗
書
状
案（「
天
理
図
書
館
所
蔵
伊
達
家
文
書
」

『
仙
台
市
史
』
資
料
編
十
一
、
伊
達
政
宗
文
書
二
、
一
〇
二
九
号
）。

（
33
）　
こ
の
文
書
と
し
て
考
え
ら
れ
る
史
料
と
し
て
（
文
禄
二
年
カ
）
十
月
四
日
付
伊
達

政
宗
書
状
（「
浅
野
家
文
書
」）
が
存
在
す
る
。

（
34
）　
田
中
誠
二
「
藩
か
ら
み
た
近
世
初
期
の
幕
藩
関
係
」（『
日
本
史
研
究
』
三
五
六
、 

一
九
九
二
）。

（
35
）　
前
掲
註
（
2
）
戸
谷
氏
二
〇
〇
六
年
論
文
。

（
36
）　（
慶
長
三
年
）
七
月
朔
日
付
伊
達
政
宗
書
状
写
（「
諸
家
所
蔵
文
書
写
二
」
『
仙
台

市
史
』
資
料
編
十
一
、
伊
達
政
宗
文
書
二
、
一
〇
三
九
号
）。

（
37
）　
小
林
清
治
氏
は
更
に
踏
み
込
ん
で
、
石
田
三
成
が
伊
達
政
宗
に
史
料
七
を
書
か
せ

た
と
見
て
い
る
。（「
豊
臣
政
権
と
政
宗
」『
伊
達
政
宗
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇

八
初
出
、
二
〇
〇
一
、
二
〇
〇
五
）。


